
一般社団法人 横浜イノベーション推進機構 

２０２６年５月９日 

本日の流れ



かつて日本社会では、家族が「すぐに駆けつける」「意思決定を支援する」「病気・介護に対応する」
といった役割を担ってきました。しかし21世紀以降、急速な少子高齢化・単身世帯の増加・共働き 
化によって、その機能が急速に弱体化しています。 

子ども・若者 不登校、ひきこもり、貧困、育児放棄 

現役世代 ダブルケア、非正規雇用、シングルマザー 

シニア世代 孤独死、認知症、身寄りなし問題 

家族に代わる「地域での支え合い」と 
「自立した個人の共生」が、今こそ必要。 



横浜における活動：サーキュラーエコノミーPLUS 
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子ども真ん中視点での 
キャリア形成支援 
（11/2未来の実践会議） 

ゼブラ視点での再活性化 
（竹山団地×神大サッカー部）

共生社会の実現とその可視化 

養蜂（瀬谷区）/横浜オリーブ（緑区）/人材不足対策 

厚労省モデル事業を 
横浜市から受託 
（すすき野団地） 

外国人の受入れ拠点 
（鶴見商店街） 

防災と地域コミュニティ 
サーキュラーエコノミー 

GREEN×EXPO ２０２７ 

空き家活用 
廃油回収ステーション 
（市内各地、小学校等） 
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横浜が目指すのは、地域経済を循環させる'持続可能な仕組み'の実装です。 
社会課題の発見だけでなく、その解決に向けた具体的な行動と成果を 
生み出す都市へと転換します。 





 
 



イノスイが最も大切にしているのは「ごちゃまぜマインド」です。 
これは、これまでの固定的な役割分担を取り払い、多様な人々が「出番」を持って 
地域課題の解決にコミットする考え方です。 

「ごちゃまぜ」の7つの意味 
世代のごちゃまぜ（子どもから高齢者まで） 

支える側と支えられる側のごちゃまぜ 

産・官・学・民の関係主体のごちゃまぜ 

ボランティアと就労のごちゃまぜ 

営利と非営利のごちゃまぜ 

教育と社会活動のごちゃまぜ 

生活と仕事のごちゃまぜ 

モザイク型ジョブマッチング 

このマインドを体現する仕組みです。地域の課題を細か
く分解（モザイク化）し、それぞれに最適な担い手とマ
ッチングすることで、誰もが「出番」を持てる地域社会
を実現します。 



イノスイが推進する「YOKOHAMAキャリア＆ケア・デザイン拠点（YCCD）」は、 
新たな施設を建設するのではなく、地域にすでに存在する多世代交流拠点に 
機能を付加することで実装します。 

ポイント：「終活」「就活」「修活」は三位一体で機能します。高齢者が若者に知恵を伝え 
若者が高齢者に活力を与える循環が生まれます。 

修（習）活 子ども・若者 

地域課題への探究活動を通じた
キャリア形成。学校の総合学習
・探究学習とも連携し、実践的
な学びの場を提供します。 

就 活 現役世代 

すきま時間を活かした新しい働
き方。障がいや困難を抱えてい
ても参加できる、多様で柔軟な
就労の場を創出します。 

終 活 シニア世代 

終身サポート・意思決定支援。
生涯現役で社会活動に参加し続
けるための機会と環境を地域の
中で提供します。 



地域活動が「補助金が切れたら終わり」「担い手の燃え尽きで解散」という状況に 
陥らないために、イノスイは「ローカル・ゼブラ企業」という考え方を大切にしています。 

ローカル・ゼブラ企業の特徴 
事業成⾧を通じて、より良い社会をつくることを目的としている 

時間・クリエイティブ・コミュニティなど多様な力を組み合わせる 

⾧期的で包摂的な経営姿勢である 

ビジョンが共有され、行動と一貫している 

イノスイが目指す「3層統合型人材プラットフォーム」 

無償 
ボランティア → 有償 

ボランティア → 就労 
（アルバイト等） 

「やりがい」と「経済的報酬」をシームレスに繋ぐことで、担い手が無理なく活動を続けられる仕組みを構築します
。 



イノスイが横浜市内で実践している「多世代連携型プロジェクト」では、一つの団体が全て
を担うのではなく、それぞれの得意分野を持つ多様なプレイヤーが連携しています。 

1 地域課題の「モザイク化」（細分化） 
大きな課題を小さなピースに分解することで、「自分にもできること」が見えてくる。 
 例：廃食油の回収、空き地の菜の花栽培、高齢者の孤食解消など。 

2 担い手の「掘り起こし」 
アクティブシニアの「出番」探し、現役世代の副業・パラレルキャリア、学生のキャリア 
教育など、潜在的な担い手を発掘する。 

3 既存リソースの最大活用 
新しいものを作るより、地域にすでにある拠点・団体・ネットワークを活かす。 
YORIAIのような場がまさにその核となります。 



～ イノスイの経験から伝えたい3つのポイント ～ 

1 「ごちゃまぜ」を恐れない 
異なる世代・立場・得意分野の人が混ざり合うことで、思いが 
けないイノベーションが生まれます。 

2 「仕組み化」を意識する 
活動を「誰かの熱意」だけに頼らず、誰でも参加・継続できる 
仕組みにすることで、持続可能性が生まれます。 

3 「小さく始めて、つながって広げる」 
完璧を目指さず、まず小さく動き、成功体験を積み重ねながら仲間を 
増やしていきましょう。 



大学生による 
プロモーション 

地域における共創・協働
とマインドの促進 

泉区 
サーキュラー・イエロー・プロジェクト 

●資源の循環の視点 
   廃食油回収や菜の花・ヒマワリ育生による 
  油の活用や地域ブランド商品開発 
 

●休耕地活用の視点 
  都市型農業の活性化 
 

●農福学商連携の視点 
  食と農への関心・関与の高まり 
  障がい者や認知症高齢者等の生きがいと就労 
  教育機関における環境教育・キャリア教育 
    ・地域共生循環圏教育 
  地域経済への寄与 
 

●地域の活力向上の視点 
  地域の一体感の醸成 
  観光資源としてブランド化 





川崎市 園芸家 深町貴子さんの取組み（一例） 
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 ・団地や地域拠点での多世代ワークショップ 
 ・相談支援と交流活動が並行して行われる現場 
 ・世代を超えた対話と協働の場が日常的に生まれている 




